




《目指す将来像》
栃木県北地域及び八溝山周辺地域定住自立圏住民の「健康長寿・生涯活躍」、持続可
能な地域づくりを牽引する生涯活躍のまちの実現

《コンセプト》
病院・大学・企業等の医療・福祉関連施設の集積、恵まれた自然、地域の拠点として
の都市機能を活用し、全市を挙げた「健康長寿・生涯活躍」を実現する生涯活躍のまち

大田原市生涯活躍のまちの
コンセプトと将来像

　東京圏や近隣市町から移住してきたアクティブシニアや、市内における医療近
接、生活利便を重視される方の住み替えを想定する。空家等の既存ストックを活
用し、必要に応じて施設を新設する。「まちなか」ならではの活動、活躍の場を充実
させる。

　既存コミュニティの互助・共助を尊重しつつ、地域の高齢者の生活支援強化と
農業・観光・地域活動の担い手となり得る若年層の多世代共生を目指す。地域内の
空家、廃校等の遊休施設を積極的に活用する。また、「まちなか」居住者にとっての
活動、活躍の場としての役割も持つ。

　国際医療福祉大学や医療福祉関連企業等との連
携による先進的な医療福祉のサービス・機器の提
供等を行い、それを大学、企業の研究開発、商品開
発に役立てる。居住施設として、大学近辺のアパー
ト等の活用を図る。

地域性から想定される３つのパターン
①中心市街地における都市機能集積を活かした高齢者活躍環境強化モデル

②農山村部における多世代共生コミュニティモデル

③国際医療福祉大学近隣地域における医療福祉サービス
　充実強化モデル




	0330_mathikousou_1
	0330_mathikousou_2
	0330_mathikousou_3
	0330_mathikousou_4

